
令和4年3月22日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が週１回以上活用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童への出席を担任が働きかけた。

３：８０％以上の担任が働きかけた。

２：６０％以上の担任が働きかけた。

１：６０％以下の担任が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して会議を実施し、組織的に対応
した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月1回以上更新した。

３：学期に2～3回更新した。

２：学期1回以上更新した。

１：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
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　　　　＜これまでの取組＞
・「早寝・早起き・朝ごはん」月間の
取組で啓発を行うとともに感染症
対策の徹底に努めた。校内放送
で教員が「ソーシャルディスタンス
タイム」と称して、お互いの距離を
とることを習慣化させた。
・食育指導を具体化させた成果と
して、残菜が少なくなってきた。
・コロナ禍により運動の制限が多
かった中で、工夫しながら春の運
動会や秋のスポーツ競技大会が
実施できたことは大きな成果で
あった。
　　　　＜今後の改善策＞
引き続きコロナ禍における体力・
運動能力の向上を図る工夫や、
健康を保持させる高い自己管理
の習慣を引き続き付けさせてい
く。
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保護者アンケートより

「学校は、わかる授業
づくりに努力している。」
に対して肯定的な回答

の割合

92%

児童アンケートより

「運動することや、健康
を保つことに関心をもっ
ている。」に対して肯定

的な回答の割合

88%

Ａ

児童のアンケートより

「授業がよくわかる。」に
対して肯定的な回答の

割合

94% 3
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２：
70%
以上

４：

90％
以上

４：

90％
以上

３：

80%
以上

２：

70％
以上

２：
70%
以上

１：
70%
未満

・学校規模等…本年度は開校から89年目にあたる。児童数３99名（５月１日）、学級数１３学級（第2学年…３学級  1.3.4.5.6学年…2学級　）　、教職員数19名（管理職2名　学級担任13名　専科4名）
・学校の特色…本校の校風は穏やかで、これは、各町会、卒業生、保護者等、古くから本校にかかわりのある人々の温かな支えによるところが大きい。また、教育活動への支援として、スクールサポートいりご（グリーンサポーターや図書ボランティアなどの常時活動や、夏休みわくわくスクール等）
の取組が年々充実している。（昨年度はコロナウイルス感染症対策のため中止）児童は何事にも素直な気持ちで向かうことができる。児童は、学年の壁を越えて交流（たてわり班等）するなど、豊かなかかわり合いが見られる。
・本校の取組…自分の気持ちや思いをしっかりと伝えられる児童の育成に取り組んできている。今年度は特別活動を重点に研究を進めている。

保護者アンケートより

「学校は児童の困り感
や悩みに誠実に対応し
ている。」に対して肯定

的な回答の割合

91%

保護者アンケートより

「学校は地域・保護者との
協力のもと、教育活動の充
実に努めている。」に対し
て肯定的な回答の割合

91%

目標に対する成果指標

２：

70％
以上

４：
90%
以上

4

文部科学省実践検証協力校・大田区教育
研究推進校の研究成果を追究し、児童の
自発的・自治的な活動を育成する。

学校関係者記入欄
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令和３年度　大田区立入新井第五小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。
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　　　　＜これまでの取組＞
・コロナ禍において登校を控えて
いる家庭に向けて、必要な情報や
学年だより等をホームページや
メールにて配信を行った。
・2学期に開催したスポーツ競技大
会において児童の学習の成果を
参観していただいた。2年ぶりに学
校行事を公開することができた。
・夏のわくわくスクールでは、「ス
クールサポートいりご」と連携し、
昨年よりも講座数を増やしホーム
ページに掲載した。2学期にはグ
リーンサポーターと児童の共同農
作業を行った。
　　　　＜今後の改善策＞
・ホームページの充実させるため
に、各教員のスキルの向上を目
指す。「スクールサポートいりご」と
の連携をさらに深める。

・各家庭の事情によって違うなか、諸々への対応に工夫がみら
れ、ここにおいても「わからない」勉強だけではなく、校内情報
の共有に努力されているのがわかります。
・「スクールサポートいりご」との連携にも力を入れてくださって
いることに感謝いたします。
・秋のスポーツ競技大会では、子ども達の元気な姿、笑顔を見
ることが出来ました。コロナ対策もしっかりして、開くことができ、
日々の先生方の努力に感謝いたします。
・必要な情報は知らせてもらっていると思う。
・コロナ感染者の動向に注意しながらも、学校としてできる最大
限のことを実施していただけたと思います。また、地域・役所と
の連携もありがとうございます。PTAとしては、次年度は活動を
今年度以上を目標に頑張らせていただきます。
・スポーツ競技大会では、見ている大人も、皆で集まって力を合
わせる楽しさ、喜びに改めて気付かされたと思います。音楽発
表会も期待していましたが、参観できず残念でした。とても素晴
らしい演奏だったと学校だよりで知り、良かったと思いました。来
年度は、なるべく沢山、お邪魔させていただきたいです。

5

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

4

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

3

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
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上

Ａ

Ｂ

１：

70％
未満

4

学習カルテを基に児童と面談し、一人ひと
りの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

Ｂ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童に対
して組織的に対応する。

4

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数の補習を実施す
る。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

・補習授業の具体的対策で、先生方のご苦労が十分感じられ
ます。
・学習についていけない児童に対しての学校努力に感謝しま
す。「わからない」→「やらない」→「できない」のループを補習と
いう形でフォローしてくださっているのは、先生方が自分たちの
時間を使っての努力だと思います。「わからない児童ゼロ」の言
葉に感謝と期待をいたします。
・協議も開かれず、アンケートだけでは、学力の向上や定着が
どの程度なのか分かり難い。具体的なデータが知りたいです。
・アンケートに同内容の設問がないので判断が難しい。
・入五は朝の門での児童の受け入れからも見られますが、本当
に1人1人に声をかけ、様子を見ながら接していて、その先生方
の姿勢が学業の面でも活かされていると思います。漢字検定で
も、その児童に合った級を挑戦させられていて、1人1人の状況
を把握できてることが感じられます。
・子どもたちに、これからも「わかる喜び」を与え続けてあげてく
ださい。それこそ、「生きる力」のもとになると確信します。
・昔の学校に比べて、学習カルテやステップ学習シートを使った
細やかな指導を求められる先生方は、膨大な事務処理能力ま
で身に付けなければならず、本当に大変だと思います。先生方
の心身の健康が守られなければ良い教育は成り立ちません。
どうぞご無理なさらないでください。

　　　　＜これまでの取組＞
・学習カルテによる具体的根拠を
基に一人ひとりの課題を伝え、次
学期に生かせるようにした。
・補習が必要な児童を少人数に絞
りじっくり指導できる環境で、個別
指導を充実させた。
・学習効果測定の結果を基に、各
教科の主任が中心となり授業改
善推進プランを作成し、全教員が
それに基づいた授業を行った。ま
た、教員同士が授業を見合うこと
でお互いの学びにもつながった。

　　　　＜今後の改善策＞
・算数ステップ学習チェックシート
が電子化になり、担任によって活
用の差があるので研修等で共通
理解を図り活用していく。児童アン
ケートの９４％に満足することな
く、「わからない」と答えた児童が
ゼロになるように全教員が引き続
き自己研鑽を重ねていく。

3

4

Ａ

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

2

問題行動・不登校問題等にかかわる児童
に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。
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Ｄ

3

4

4

4

4

B

Ｂ

Ｃ

Ｄ

３：
80%
以上
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　　　　＜これまでの取組＞
・学校のきまりだけでなく社会の
ルールを守るための手立てを、大
森二中と情報交換しながら、社会
の規範意識の向上を図っている。
・本校にいる道徳教育推進教師を
講師とした研修を行い、道徳指導
の充実を図っている。
・学校生活調査（メンタルヘルス
チェック）の結果よりストレス症状
のみられる児童に担任やSCが個
別に面談を行った。（5年全員）
・いじめの認知を高める研修を行
い、「いじめは絶対にゆるさな
い。」という意識を高くもち、教員集
団が些細なことでも情報を共有
し、迅速かつ確実に解決に当たる
ようにした。
・不登校等の事案が出た時は、臨
時に校内委員会を開き、対策を検
討している。
　　　　＜今後の改善策＞
・引き続き児童の行動や表情など
些細な変化に気付くように、常に
アンテナを高くする。
・教員が一人で抱え込まないよう
に学年がチームとなり諸問題の解
決に取り組む。「私が育てる」から
「私たちで育てる」というチーム学
校の意識を引き続き高めていく。

4
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１：
70%
未満

・メンタルヘルスチェックは一般社会でも形を変えて継続必死で
す。「声かけ」の向上が大切と思います。
・道徳教育はもっと多くしてほしいと考えます。
・先生方が児童の心に敏感にアンテナを張り、高くされるよう
に、自身の心のケアも大切にしてもらうことを願います。なぜな
ら先生方自身の健康がなければ児童の変化にも気づけなくな
ると思うので。「チーム学校」の意識はとても素晴らしいと思いま
す。その上で「チーム地域」として考えを拡げていただけると地
域で協力したい方々も参加しやすくなり「地域力up」に繋がるの
ではないでしょうか。
・コロナ禍で、子ども達のメンタル面が心配です。引き続き「チー
ム入五」で見守り、対策、解決、よろしくお願いいたします。
・よく指導されている様に思える。
・学級の雰囲気が先生同士も仲が良く、その姿を児童たちも見
ているので自然と子ども同士も仲良く接し合えると思います。ど
んな理由があっても、いじめは、いじめる側が１００％悪いと、い
じめは絶対にゆるさないとの、先生方の共通意識は保護者とし
ても大変心強いかぎりです。万が一いじめがあった場合も、学
校が一丸となり向き合い対応する姿勢は本当に素晴らしいと思
いました。
・保護者の信頼が厚いのは、日頃の先生方のたゆみない努力
によるものと思われます。
・子どものケアを十分にすることができない家庭が増えると、そ
のストレスがさらに弱い者へと向かう心配もありますので、先生
方にはどうかこれからもより一層、子ども達を見守ってください
ますようお願いいたします。

・このような状況の中で「秋のスポーツ競技大会」に招待いただ
き、児童の皆さんの頑張りを間近で見れた感動と感謝の時間で
した。学校（校長先生をはじめ各先生方、児童、おやじの会、
PTA役員、関わってくださった全ての皆様）意識の高さだと感じ
ました。
・体力テストはこちらの項目ではないのか。
・昨年の春の運動会、そして秋のスポーツ競技大会は、子ども
達の身体面の成長を直接見られる最高の場でした。当日まで
の競技や演目の練習、そして運営の準備と、先生方のご尽力
に感謝致します。子ども達の笑顔もたくさん見られて感動しまし
た。
・給食の残菜が少なくなったのが食育指導の成果であれば良
いのですが、家庭で充分な食事が摂れているかどうか、といっ
たチェックもできればより安心な気がします。運動習慣は大切で
すが、それも食生活が土台にないと難しいですね。

・研修・外部との接触を書面等で繋いで進めることの大切さを
痛感いたしました。
・先生方も個人の得意を活かし合い、尊重されながら教え合う
環境が作られていることに感心いたしました。「より良い方向へ
…」のカタチ作りを学校全体で工夫されていることを感じます。
・具体的な取組内容が分からず判断できない。
・評価を生かしたという回答の中身を知りたい。
・コロナ禍だったので授業参観が少ないのは残念でしたが、「い
りごだより」や各学年ごとの「おたより」を通して学校での子ども
達の状況を知ることができました。今後も充実の内容のお便り
をよろしくお願いいたします。
・先生方が子どもがわかるまで指導する努力をしている」と考え
る保護者が9割以上とはすばらしいと思います。それも、日頃の
熱心な授業研究あってこそですね。

1

5

4

　　　　＜これまでの取組＞
・公開回数は少なかったが、保護
者からの授業評価を真摯に受け
止め授業改善を図っている。
・主任教諭によるOJT研修では、
それぞれの得意分野を若手教員
に教える機会を設け、互いに学び
合う風土が醸成された。
・教員が参加した模範授業等の資
料や情報を活用した報告会を行
い、授業改善に役立てた。
・特別支援委員会は十分機能し、
月１回、または状況により臨時で
開催し、解決に向け、組織で対応
している。
　
　　　　＜今後の改善策＞
・コロナ禍における通常授業に加
え、リモート授業においてもわかり
やすい授業を目指し、さらに教員1
人1人の指導技術を向上させる。

３：

80％
以上

２：

70％
以上

１：

70％
未満

4

4

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育

成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

保護者アンケートより

「学校は左記に示され
た各取組内容を実践し
ている。」に対して、肯

定的な回答の割合

90%

４：

90％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・リモート授業の多い中での、体力の育成が良かったです。
・コロナで学校にはあまり行くことがありませんのでこのデータ
を見て判断させていただきました。毎日ご苦労様です。
・先生方が「全教育活動において心の教育を意識して…」と、あ
りますが、今後はさらに重要になっていくと感じております。人
権尊重を知ることは、自分を守ること、そして相手のことも傷つ
けてはいけない（心、身ともに）ということを理解することだと思
いますので、大人の私たちが互いを尊重し合って姿を見せてい
くことだと思います。
・昨年度に引き続き、学校に足を運ぶ機会が減る中で、評価す
ることは大変難しいです。
・駅伝では先生方、子ども達の努力の結果、良い成績を収める
ことができよかったです。子どもたちにも良い経験になったこと
でしょう。
・ALTの成果についてアンケートとずれているように感じる。
・ICTの指導も、1回以上では少ないと思う。
・コロナ禍でも今まで以上に学ぶ量を維持していけるよう、タブ
レットを活用しながら、リアルとオンラインでの授業を実施して頂
き、子ども達の学びに対する意欲もこれまでと同じに感じられ、
本当に感謝いたします。ただ、これをする為に先生方が努力を
されていると考えると頭が下がります。
・体力面でも校庭開放等が無くなる中で、課題を見える化し対
策を具現化する中で、今まで同様またそれ以上の現状になって
いると思います。
・1人1台のタブレットを誰もがすぐに使いこなせたわけではなく、
先生方や保護者のご苦労もあったのだろうと拝察します。機会
があればそんなお話も伺いたいと思います。
・運動不足解消のための具体的な取組みとはどんなことだった
かも知りたいです。全校をあげて取り組んだ結果が駅伝の好成
績につながったということでしょうか。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4 ３：

80％
以上 Ｂ 2

Ｃ

4 １：

70％
未満

Ｄ

4

　　　　　＜これまでの取組＞
・3年目となるALTの指導が充実
し、児童は楽しんで、ALTや友達と
コミュニケーションを図っている。
・体験活動はコロナ禍により外部
講師は招くことはできなかったが
教員による授業は行った。
・児童に1人1台のタブレットが貸
与され校内だけでなく、コロナ禍に
おけるリモート授業を行うことがで
きた。
・全教育活動において、教員が心
の教育を意識して、言葉かけや指
導をした。常に人間尊重の育成を
心がけている。また生命尊重週間
に、全学級が人権尊重資料を活
用した授業を行った。
・2年ぶりに実施した体力テストで
は、各学年ごとに課題を見付け、
コロナ禍における運動不足解消を
具体的に行った。特に駅伝大会で
は、具体的な練習内容を提示、実
行してこれまでの最高位第5位と
いう成績を収めた。
　　　　＜今後の改善策＞
体験活動がコロナ禍のため昨年
度同様に地域人材の活用が延
期、中止となった。今後ICTを活用
したオンラインでの講義を計画す

Ａ 5

　
研
究
の
推
進

研究の成果
追究に努め、
子どもの自発
的・自治的態
度を育てま

す。

保護者アンケートより

「学校は校内研究活動
にいての成果追究に努
めている。」に対して肯

定的な回答の割合

90%

3

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作

ります。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

3

4

4
学級活動・児童会活動（委員会・集会活
動）・クラブ活動・学校行事の各内容を充
実・発展させ、学校生活に潤いをもたせる。

４：
90%
以上

３：
80%
以上

２：
70%
以上

１：
70%
未満

Ａ

B

Ｃ

Ｄ

Ｄ

4

4

3

4

　　　　　　　＜これまでの取組＞
・文科省調査官安部恭子先生から指導助
言を受け、特別活動の研究を全教員で取り
組んだ。特に学級活動では、日々の学級
経営の大切さを学び、実践しているところ
である。活動を行うに際して、教員から
様々なアイディアが出るなど意識も高まっ
ている。
　　　　　　　＜今後の改善策＞
・来年度の、研究発表に向け全教職員が
一丸となって取り組んでいく。

・来年度、研究発表が少しでも参加出来る様に、この状況がよく
なっていることを願います。
・内容がわからない。
・先生方が日々感じられていることを良いアイディアに変えてい
ただき、子ども達の為に、何卒よろしくお願いいたします。
・先生方、お疲れ様です。研究発表が実りあるものとなることを
期待しております。くれぐれもお体お大切になさってください。

４：
90%
以上
３：
80%
以上
２：
70%
以上
１：
70%
未満

Ａ

Ｂ

Ｃ


